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問 1 次の (1)～(3)の問いに答えなさい。(1点×3)

(1) 下図の△OAC と△ ODBが合同であることを利用し、加法定理

cos(α+ β) = cosα cosβ − sinα sin β · · · ①

を証明しなさい。
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解答例 △ OAC と △ ODB が合同であることより、AC = DB (AC2 = DB2)である。また、

円周上の各点の座標が A(1, 0), B(cosα, sinα), C(cos(α + β), sin(α + β)), D(cos(−β), sin(−β))
であることに注意すれば、

AC2 =(cos(α+ β)− 1)2 + (sin(α+ β)− 0)2
=2− 2 cos(α+ β),

DB2=(cosα− cos(−β))2 + (sinα− sin(−β))2
=2− 2(cosα cosβ − sinα sin β)

である。したがって、

cos(α+ β) = cosα cosβ − sinα sin β
である。 ■



(2) (1)の①式を利用して、

cos(α− β) = cosα cosβ + sinα sin β · · · ②

を証明しなさい。なお、三角関数の対称性は利用してよい。

解答例 (1)の①式の β を−β0 で置き換えれば、

(左辺)= cos(α+ (−β0)) = cos(α− β0),
(右辺)= cosα cos(−β0)− sinα sin(−β0)

= cosα cosβ0 − sinα(− sin β0) (∵三角関数の対称性)

= cosα cosβ0 + sinα sin β0

となる。したがって、

cos(α− β) = cosα cosβ + sinα sin β
である。 ■

(3) (2)の②式を利用して cos
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評価基準 解答例に準じた解答であれば各 1点。



問 2 変数 t [秒]の関数

x(t) = 2 cos(3πt)

について、次の (1)～(3)の問いに答えなさい。(1点×3)
(1) 関数 x(t)の振幅 A, 角速度 ω, 周期 T , 周波数 f を求めなさい。なお、角速度, 周期, 周波数

には単位を付加すること。

解答例

振幅：A = 2

角速度：ω = 3π [rad/秒]
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(2) 位相を
π

4
[rad]遅らせた関数を求めなさい。

解答例 2 cos
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[秒]進ませた関数を求めなさい。
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評価基準 解答例に準じた解答であれば各 1点。


